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研究成果の概要（和文）：　地域在住高齢者において、口腔機能とサルコペニアとの関連について検討した結
果、咬合力は、サルコペニア罹患に関連することが明らかとなった。また、臼歯部咬合支持と歩行速度の低下と
の関連について、傾向スコアマッチングを用いて縦断的に検討した結果、ベースライン時の臼歯部咬合支持の喪
失は、3年間での歩行速度低下の発生を予測した。さらに、縦断的な分析を行い、咬合力ならびに舌圧に対す
る、性別、年齢、加齢、歯数の影響を検討した結果、咬合力は加齢による影響が少なく、舌圧は加齢による影響
を受けやすい可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：We examined the association between oral function and sarcopenia in 
community-dwelling older adults and found that occlusal strength was associated with the incidence 
of sarcopenia. In addition, a longitudinal study of the association between molar occlusal support 
and decreased walking speed using propensity score matching showed that loss of molar occlusal 
support at baseline predicted the occurrence of decreased walking speed over a 3-year period. 
Furthermore, a longitudinal analysis was conducted to examine the effects of gender, age, aging, and
 number of teeth on occlusal force and tongue pressure. The results indicated that occlusal force 
was less affected by aging, while tongue pressure was more affected by aging.

研究分野： 歯学

キーワード： 口腔機能　高齢者
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究により、咬合力がサルコペニアと関連することが明らかとなった。さらに、縦断的な分析により、臼歯
部咬合支持を維持することが歩行速度の低下を予防しうることが明らかとなった。一方、咬合力は舌圧とは異な
り、加齢による影響が少なく、性別や残存歯数と関連することが明らかとなった。すなわち、年を重ねたからと
いって咬合力が低下していくわけではなく、自身によるプラークコントロールを徹底することに加え、早期かつ
継続的な歯科治療によって残存歯数を維持することができれば、咬合力を維持することができ、歩行速度低下や
サルコペニアの予防につながると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
口腔とサルコペニアとの関連が認められることが、これまでいくつか報告されている。しかし

ながら、口腔機能低下症の診断項目である舌圧や舌口唇運動機能などの口腔機能とサルコペニ
アとの関連についての報告はほとんどみられない。 
 また、これまでの研究では口腔内の状態と運動機能との関連について報告されているが、それ
らの研究は横断的なものであった。 
 さらに、平成 30 年度の歯科診療報酬改定で口腔機能低下症に対する口腔機能管理が保険収載
され、口腔機能を維持することの重要性が高まっている。しかしながら、個人の口腔機能は、年
齢とともに低下するのか、性別によって低下に差があるのかは明らかになっていない。 
 
２．研究の目的 
 分析 1では、口腔機能とサルコペニアとの関連について検討を行うことを目的とした。 
 分析 2 では、臼歯部咬合支持と歩行速度の低下との関連について、傾向スコアマッチングを
用いて縦断的に検討した。 
 分析 3 では、高齢者を対象に 3 年間の縦断研究を行い、咬合力ならびに舌圧に対する、性別、
年齢、加齢、歯数の影響を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 分析 1の対象者は、70歳代、80歳代の地域在住高齢者 455 名（男性 223 名、女性 232 名）と
した。サルコペニアの判定は、Asia Working Group for Sarcopenia (AWGS)の診断基準に基づき
行った。対象者は、舌圧、舌口唇運動機能、咬合力、咀嚼能率、嚥下機能において、それぞれ健
常群・低下群の 2群に分類された。なお、低下の判定は口腔機能低下症の診断基準に従った。口
腔機能とサルコペニア罹患の関連について、これまで報告されてきた危険因子を調整したロジ
スティック回帰分析により検討を行った。有意水準は 5％とした。 
 分析 2 では、79～81 歳の地域居住の日本人 353 名を対象とした。低歩行速度は 0.8m/秒以下
と定義し、ベースライン時に低歩行速度であった対象者は除外した。また、対象者はベースライ
ン時に残存歯による臼歯部咬合支持を有する群と喪失した群の 2 群に分けられた。傾向スコア
マッチングにより、ベースライン時の類似した背景因子に従って臼歯部咬合支持のある参加者
とない参加者をマッチングし、バイアスの影響を軽減した。3年後の追跡調査における低歩行速
度を決定するために、マッチングデータで臼歯部咬合支持を独立変数として含んだ条件付きロ
ジスティック回帰分析を行った。 
分析 3は、2013 年から 2016 年の会場調査に参加した自立した地域在住高齢者 1701 名（74-78

歳群 656 名、82-85 歳群 706 名、89-95 歳群 339 名）のうち、3 年後の追跡調査に参加し、かつ
評価項目のデータがすべて揃っている者 951 名（74-78 歳群 466 名、82-85 歳群 391 名、89-95
歳群 94 名）を解析の対象とした。口腔内検査により残存歯数を記録した。咬合力の測定には、
デンタルプレスケール 50H R タイプ（ジーシー社、東京）を用いた。また、舌圧の測定には JMS
舌圧測定器（ジェイ・エム・エス社、広島）を用いた。なお、義歯を使用している者は義歯装着
状態で測定を行った。統計学的分析には、咬合力と舌圧それぞれを目的変数とし、性別、年齢群、
時間経過、残存歯数を説明変数とした一般化線形混合モデル（GLMM）を用いた。有意水準は 5%
とした。 
 
４．研究成果 
 分析 1 の結果、サルコペニアの罹患者は、109 名（21.8％）であった。ロジスティック回帰分
析の結果、咬合力（オッズ比 1.89、95％信頼区間 1.03－3.44）は、性別、年齢、残存歯数など
を調整した上でもサルコペニア罹患と有意な関連を認めた。その一方で、その他の舌圧、舌口唇
運動機能、咀嚼能率、嚥下機能などの口腔機能は、サルコペニア罹患と有意な関連を認めなかっ
た。 
 分析 2 の結果、臼歯部咬合支持のマッチング前では、性別、教育年数、身長、体重、握力にお
いて、臼歯部咬合支持の有無で有意な差が認められた。しかしながら、マッチング後は、どの変
数においても臼歯部咬合支持の有無で有意な差は認められなかった。ロジスティック回帰分析
の結果、臼歯部咬合支持は歩行速度の低下と関連する有意な変数（オッズ比＝1.88、p＝0.04）
であることが明らかとなった。 
 分析 3 での GLMM の結果、咬合力に対して、性別（参照：男性、女性：非標準化係数（B）= -
66.9，p<0.001）、年齢群（参照：74-78 歳群、82-85 歳群：B= -81.7、p<0.001、89-95 歳群：B= 
-87.2、p<0.001）および残存歯数（B=13.8、p<0.001）が有意な変数となったが、時間経過は有
意な変数とならなかった。舌圧は、性別（参照：男性、女性：B= -0.94、p= 0.034）および年齢
群（参照：74-78 歳群、82-85 歳群：B= -1.78、p<0.001、89-95 歳群：B= -5.47、p<0.001）、時
間経過（B= -0.82、p<0.001）が有意な変数となったが、残存歯数は有意な変数とならなかった。 
分析１より、地域在住高齢者において、咬合力は、サルコペニア罹患に関連することが明らか



となった。さらに、分析 2の結果より、ベースライン時の臼歯部咬合支持の喪失は、3年間での
歩行速度低下の発生を予測した。一方、分析 3の結果より、咬合力は加齢による影響が少なく、
舌圧は加齢による影響を受けやすい可能性が示された. 
 本研究により、さまざまな口腔機能のなかでも、咬合力がサルコペニアと関連することが明ら
かとなった。さらに、縦断的な分析により、臼歯部咬合支持を維持することが歩行速度の低下を
予防しうることが明らかとなった。つまり、臼歯部咬合支持を維持し、咬合力を維持することが
できれば、歩行速度の低下やサルコペニアは防ぐことができうることが、本研究により示唆され
た。一方、咬合力は舌圧とは異なり、加齢による影響が少なく、性別や残存歯数と関連すること
が明らかとなった。すなわち、年を重ねたからといって咬合力が低下していくわけではないとい
うことである。咬合力を発揮してしっかりと咬むためには、歯がどれだけ残存させることができ
るかが重要となる。歯を失う主な原因には、う蝕や歯周病が挙げられるが、自身によるプラーク
コントロールの徹底に加え、早期かつ継続的な歯科治療介入によって残存歯数を維持すること
ができれば、咬合力を維持することができ、歩行速度低下やサルコペニアの防止につながると考
えられる。 
 本研究により、臼歯部咬合支持を維持し、咬合力を維持することができれば、歩行速度低下や
サルコペニアを予防することができることが示唆された。 
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